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木 材 表 面 の プ ラス チ ッ ク化*




Surface layer ofwood specimen wasconverted into plastics through chemical
m0dificatioISSuchasacylationWithtrifluoroaceticanhydride-higheraliphaticacidsand




Good resultswereobtained on thickhardwood specimens.Thetreatmentsimproved
dimelSioTlalstabilitvorwoodwithoutremarkablereduction ofhygroscopIClty. This

































供試材として,主に,繊維方向が 40mm,半径方向が 40mm,接線方向が 3mm のブナ材 (Fagu∫cre-
TlalaBLUME)を用いた｡また,樹種特性あるいは試片厚さの影響を検討するため,ヒノキ材 (Chamaecypa-
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%R.H.の恒温恒温室に約2週間放置して,比重,吸湿率および半径方向伸縮率を求めた｡ また, これ と
同時に,表面のブリネル硬さ,誘電率,誘電損失および湿度調節能についても測定した｡最後に,プラスチ
(厚さ膨潤率)を求めた｡
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3.2 表面プラスチック化木材の物性
a)寸法安定性
図5は,ベンジルエーテル化処理ブナ材半径方向の伸縮率 βRと吸湿率 少の関係を示す｡ ここで,口 は
6 8 10 12
や (｡/｡)
図5 ベンジルエーテル化処理材の半径方向伸縮率 βR と吸湿率 少の関係






図6は, ベンジルエーテル化処理ブナ材の接線方向伸縮率 βTと吸水率の ¢W の関係を示す｡ このよう
に,吸水実験を行 うと,無処理,一部プラスチック化,全面プラスチック化材の差異が明確となる｡すなわ
ち,吸湿率の場合とは異な り,吸水率の減少とともに膨潤率も減少し,表面のプラスチック化が うまくいっ
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図8は, ベンジルエーテル化処理ブナ材の誘電率 三､,誘電損失 tan j)と吸湿率 ,I/'の関係を示す｡木材は
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